
　

立
春
も
過
ぎ
、
今
年
も
一
ヶ
月
半
ほ
ど
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、
改
め
て

新
年
に
当
た
っ
て
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

後
援
会
の
皆
様
に
は
、
旧
年
中
色
々
な
場
面
で
私
の
議
員
活
動
を
お
支
え
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
の
十
月
に
は
突
然
解
散
と
な
っ
た
衆
議
院
議
員
の
選
挙
が
あ
り
、

同
時
に
那
須
烏
山
市
長
選
挙
と
那
珂
川
町
長
選
挙
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
自
民

党
公
認
・
推
薦
及
び
公
明
党
推
薦
候
補
を
応
援
い
た
だ
き
、
全
員
を
当
選
に
導

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
市
議
会
議
員
並
び
に
町
議
会
議
員
の
選
挙
が

四
月
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
、
私
の
同
志
が
立
候
補
さ
れ
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
那
珂
川
町
に
お
い
て
は
福
島
泰
夫
町
長
が
二
期
目
の
町
政
を
担
い
、

那
須
烏
山
市
に
お
い
て
は
川
俣
純
子
新
市
長
が
市
政
を
担
当
す
る
こ
と
と
な

り
、私
と
い
た
し
ま
し
て
は
息
の
合
っ
た
お
二
人
の
首
長
と
連
携
を
密
に
し
て
、

当
地
域
の
発
展
の
た
め
、
県
議
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
こ
れ
か
ら
も
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
ゆ
く
こ
の
地
域

に
お
い
て
は
、
活
力
を
減
退
さ
せ
な
い
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
特
に
道
路
整

備
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
農
林
業
の
持
続
的
な
発
展
、
商
工
業
の
支
援
に
は
ヒ

ト
・
モ
ノ
の
流
入
を
円
滑
に
す
る
こ
と
が
、
県
の
大
事
な
役
割
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
少
子
化
対
策
や
福
祉
・
医
療
・
子
育
て
環
境
の
充
実
は
待
っ
た
無
し
の

政
治
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
両
首
長
の
施
策
を
県
と
し
て
精
一
杯
応
援
で
き

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
の
県
議
と
し
て
の
任
期
は
来
年
の
四
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
期
間
、
福
田
知
事
と
し
っ
か
り
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
当
地
域
の
発

展
の
た
め
力
の
限
り
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
九
月
議
会
に
お
い
て
、
県
議
会
と
し
て
は
六
本
目
と
な
る
議
員
提
案

条
例
「
と
ち
ぎ
の
木
づ
か
い
条
例
」
を
制
定
し
、
昨
年
十
月
十
八
日
に
公
布
し

ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、
林
業
や
木
材
業
が
衰
退
し
、
私
た
ち
の
住
む
中
山
間
地
域
の
過

疎
化
が
進
行
す
る
と
と
も
に
、
森
林
の
荒
廃
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦
後
に
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
は

切
っ
て
利
用
す
る
適
齢
期
を
迎
え
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
県
民
全
員
が
こ
の
状
況
を
理
解
し
、
積
極
的
に
県
産
木
材
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
、「
切
っ
て
、
使
っ
て
、
ま
た
植
え
る
」
循
環
を
作
り
、
豊
か
な

森
林
を
健
全
な
姿
で
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
条
例
の
理
念
と
し
て
、
県
産
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
県
民
生
活

が
よ
り
豊
か
に
な
る
こ
と
と
、
県
内
経
済
が
よ
り
活
性
化
し
木
材
利
用
が
永
続

的
に
図
ら
れ
る
環
境
を
作
る
こ
と
を
謳
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
栃
木
県
議
会
の
「
森
林
林
業
林
産
業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
」

の
会
長
を
務
め
て
お
り
、
私
が
座
長
と
し
て
、
一
年
間
か
け
て
議
員
や
林
業
関

係
者
な
ど
と
意
見
交
換
を
行
い
、
こ
の
条
例
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

条
例
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

❶ 

県
は
、
県
産
木
材
利
用
促
進
の
た
め
の
指
針
を
策
定
す
る
。

❷ 

県
は
、
県
産
材
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
木
材
を
多
く
利
用
し
た
設

計
を
す
る
人
材
を
育
成
確
保
す
る
。

❸ 

県
は
、
県
産
木
材
利
用
促
進
を
図
ろ
う
と
す
る
市
町
を
支
援
す
る
。

❹ 

県
は
、
県
産
木
材
利

用
推
進
月
間
を
制
定

す
る
。

❺ 

県
は
、
木
材
利
用
に

係
る
関
係
団
体
で
構

成
す
る
協
議
会
を
組

織
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
民
の
役

割
、
事
業
者
の
役
割
な
ど

を
明
確
に
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ご
あ
い
さ
つ

県
議
会
議
員
　
三
　
森
　
文
　
徳
　 「

と
ち
ぎ
の
木
づ
か
い
条
例
」を

議
会
提
案
で
制
定
し
ま
し
た

栃
木
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
施
設

整
備
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

来
年
度
の
県
予
算
は

ほ●

ぼ●

昨●

年●

並●

み●

の
規
模

一
般
会
計
予
算
８
，０
３
４
億
円

平
成
三
〇
年
度
栃
木
県
の

　
　
　
予
算
に
関
す
る
話
題

県
の
２
月
補
正
予
算（
国
補
正
分
）

２
４
５
億
円

全
体
事
業
費
６
５
０
億
円

総合スポーツゾーン整備事業の主な施設の概要
❶ 新陸上競技場
⃝延床面積　42,168㎡　⃝客席数　25,244席　⃝総工費　約194億円

❸ 新屋内プール
⃝50ｍプール　公認10レーン　⃝25ｍプール　公認８レーン
⃝客席数　2,000席　⃝総工費　210億円（体育館含む）

❷ 新体育館
⃝メインアリーナ　バスケットボールコート４面　⃝客席数　5,000席
⃝サブアリーナ　バスケットボールコート２面　⃝客席数　300席　

❹ 新武道館
⃝延床面積　9,631㎡　⃝メイン武道場　銃剣道兼用６面　客席数　1,500席
⃝サブ武道場　銃剣道兼用４面　⃝弓道場　近的12人立　遠的６人立
⃝総工費　66億円

　

県
で
は
、
四
年
後
の
平
成
三
十
四
年
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
体
育
大
会

（
国
体
）
に
向
け
、
老
朽
化
し
た
県
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
て
替
え
及
び
改
修

事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
整
備
さ
れ
る
施
設
は

❶ 

陸
上
競
技
場
兼
Ｊ
リ
ー
グ
基
準
サ
ッ
カ
ー
場　

❷ 

体
育
館　

❸ 

屋
内
プ
ー
ル　

❹ 

武
道
館　

で
す
。

　

既
存
施
設
を
改
修
し
て
整
備
す
る
の
は

❶ 

陸
上
競
技
サ
ブ
競
技
場　

❷ 

硬
式
野
球
場　

❸ 

合
宿
所　

で
す
。

　

本
県
で
の
国
体
開
催
は
昭
和
五
十
五
年
以
来
、
二
度
目
と
な
り
、
当
時
使
わ

れ
た
施
設
の
主
な
も
の
が
老
朽
化
し
、
今
回
全
面
的
に
建
替
え
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

合
わ
せ
て
、
県
で
は
二
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

参
加
国
の
キ
ャ
ン
プ
地
の
誘
致
を
行
っ
て
お
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
陸
上
競
技
参

加
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
が
内
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
整
備
す
る
施
設
の
主
な
も
の
の
概
況
は
次
の
通
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
現
議
会
に
上
程
さ
れ
る
平
成
三
十
年
の
当

初
予
算
の
概
要
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
予
算
規
模
は
昨
年
並
み
で
、

地
方
創
生
に
二
百
四
十
五
億
円
を
充
て
る
ほ
か
、
安
全

安
心
の
県
土
づ
く
り
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
及
び
本
県
開
催
の
第
七
十
七
回
国
民
体
育
大

火
に
向
け
た
取
り
組
み
に
予
算
が
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
我
々
自
民
党
が
知
事
に
予
算
の
上
乗
せ

要
望
を
し
、
知
事
か
ら
了
解
を
い
た
だ
い
た
も
の
の
主

な
も
の
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■ 

農
業
農
村
整
備
事
業
費
（
県
単
）

　

 

２
億
４
千
７
百
万
円
（
自
民
党
上
乗
せ
３
千
万
円
）

■ 

農
務
部
公
共
事
業
費

　

 

７
５
億
９
千
７
百
万
円
（
上
乗
せ
２
千
万
円
）

■ 

治
山
対
策
事
業
費

　

 

３
億
６
千
７
百
万
円
（
上
乗
せ
１
億
円
）

■ 

県
単
公
共
事
業
費

　

 

１
３
８
億
４
千
３
百
万
円
（
上
乗
せ
２
５
億
円
）

■ 

公
共
事
業
調
査
費

　

 

３
億
円
（
上
乗
せ
３
億
円
）

■ 

交
通
安
全
施
設
整
備
費

　

 

１
７
億
４
千
万
円
（
上
乗
せ
４
億
円
）

■ 

道
路
事
業
費

　

 

６
９
億
２
千
万
円

■ 

河
川
・
砂
防
事
業
費

　

 

１
０
１
億
７
千
万
円

■ 

土
地
改
良
事
業
費

　

 

８
億
２
千
万
円

■ 

林
業
・
木
材
産
業
体
質
強
化
事
業
費

　

 

１
０
億
３
千
万
円

■ 

治
山
林
道
及
び
造
林
事
業
費

　

 

５
億
８
千
万
円

　

国
は
総
額
２
兆
７
千
億
円
の
２
月
補
正
予
算

を
成
立
さ
せ
ま
し
た
が
、
本
県
に
配
分
さ
せ
る

額
が
２
４
５
億
円
と
、
大
変
大
型
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
県
は
、
公
共
事
業
の
速
や
か
な

執
行
と
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
ま
す
。

　

今
回
の
県
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
通

り
で
す
。

平成29年６月定例会議で質問に立つ三森県議

条例制定に関する記者発表に臨む三森県議
（平成29年７月11日）

栃
木
県
県
産
木
材
利
用
促
進
条
例

メインアリーナ

サブアリーナ
屋内水泳場

体育館
分館トレーニ

ング室

メイン武道場
サブ武道場

遠的
弓道場

近的
弓道場

平成30年新年号

三森ふみのり
後援会会報

国
の
補
正
予
算
速
報

新陸上競技場

新体育館及び新屋内プール 新武道館


